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④ 高齢者分布  
高齢者人口においても、人口全体と同様に町内全域に分布している。特に、神保原駅周

辺から町東部に集中しており、平成 27年（2015年）から令和 2年（2020年）にかけて高

齢者の増加が大きい。一方で、町東部では高齢化率が 30％未満の箇所が多く、その他の地

域では高齢化率が 40％以上の地域が広く分布している。なお、平成 27年（2015年）から

令和 2年（2020年）にかけての高齢化率の増加は町内全域で生じている。 

 

    
図 １-６ 高齢者分布（令和2年）     図 １-７ 高齢者分布の変化 

                            （平成27年から令和2年の変化） 

   
図 １-８ 高齢化率分布（令和2年）     図 １-９ 高齢化率分布 

                            （平成27年から令和2年の変化） 
出典：「国勢調査（平成27年、令和2年）」総務省統計局 

  

高齢化率差分
（R2-H27）

-10％以上

-10％未満、
-5％以上

-5％未満、
+5％未満

+5％以上、
+10％未満

+10％以上

高齢者人口分布
（R2）[人]

1以上、25未満

25以上、50未満

50以上、75未満

75以上、100未満

100以上

高齢者人口差分
（R2-H27）[人]

-50以上

-50未満、-10以上

-10未満、+10未満

+10以上、+50未満

+50以上

高齢化率（R2）

20%未満

20％以上、
30％未満

30％以上、
40％未満

40％以上
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（３）施設の立地状況  
商業施設及び医療施設は、立地適正化計画で設定している「居住誘導区域」内に多く立地

しており、特に医療施設は神保原駅周辺に集中している。 

なお、公共施設に関しては、「上里町公共施設再配置・維持保全計画」により将来的に廃

止・移設が計画されている。現在、上里町で運行しているコミュニティバス「こむぎっち号」

の停留所に設定している「保健センター」は、令和7年度（2025年度）中に移転予定である。 

 

 
図 １-１０ 施設分布 

  

保健センター 保健センター
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（４）町民の主な移動手段  
町民の主な移動手段は、自動車が最も多く、全体の66％を占めている。一方で公共交通（鉄

道及びバス）は全体の4％程度である。 

15～25歳においては、運転免許証の取得ができない18歳未満を含むことから「鉄道」が28％、

「自転車」が20％を占めており、他の年代と比較して「自動車」以外の利用が多い。また、

75歳以上になると、「自動車」の割合が33％まで減少し、「自転車」「徒歩」の割合が高い。 

 

 
出典：「第6回東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）」東京都市圏交通計画協議会 

図 １-１１ 年代別の代表交通手段 

 

（５）運転免許証返納者数の推移  
上里町の運転免許証返納者数は、令和2年（2020年）をピークに減少はしているものの、

平成29年（2017年）及び平成30年（2018年）と比較すると令和元年（2019年）以降は増加傾

向にある。また、令和5年（2023年）の運転免許証返納者数を年齢別に見ると、75歳以上が約

8割を占めている。 

 

 
出典：「市区町村別・年齢別運転免許申請取消(全部取消)及び経歴証明発行数（累計）」 

図 １-１２ 上里町の運転免許証返納者数 
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１－３．上里町の公共交通の現状  

（１）町内の公共交通網  
① 町内にある公共交通  
上里町では、公共交通としてＪＲ高崎線、町南部を運行する路線バス（神泉総合支所線）

及びコミュニティバス「こむぎっち号」、タクシーが運行している。 

ＪＲ高崎線及び路線バスが町外と町内を結ぶ交通手段であり、「こむぎっち号」が町内

全域の交通手段としての役割を担っている。 

 

  

 
図１-１３ 上里町の公共交通網  

コミュニティバス（こむぎっち号） 鉄道 

路線バス 

タクシー 
こむぎっち号_停留所 

停留所（路線バス） 

中央ルート 
北部ルート（アグリパーク上里循環） 
北部ルート（ウニクス循環） 
南部ルート（アグリパーク上里循環） 
南部ルート（ウニクス循環） 

神泉総合支所線 

上越・北陸新幹線 

高崎線、八高線 
線 線線線

鉄道駅 
タクシ
※町内全域 

フリー乗降区間 
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② 公共交通の利用に関する補助制度  
上里町が公共交通に関して実施している交通弱者の方への移動支援等の取組・制度等を

以下に示す。様々な取組・制度により、町民の移動の支援を実施している。 

 

上里町高齢者お出かけサポート助成事業 

制度の概要 
歩行困難等により、「こむぎっち号」を利用できない高齢者の外出を支援するため、タクシー

利用料金の一部を助成する上里町高齢者お出かけサポート利用券を交付 

●対象者（以下のいずれにも該当する方） 

1.町内に住所を有している方 

2.在宅で満65歳以上の方 

3.要支援1・2、要介護1～5の認定を受けている方 

4.単身者又は満65歳以上の方のみで構成する世帯に属している方 

5.運転免許証を持っていない方 

6.上里町重度心身障害者福祉タクシー利用券の交付対象者でない方 

福祉タクシー制度・重度心身障害者自動車等燃料費の助成 
制度の概要 

重度心身障害者の社会参加を図るため、福祉タクシー利用券を発行し料金の一部を助成または、
重度身体障害者が自ら所有し自ら運転する自動車等の運行に伴う燃料費の一部を助成 

●対象者 

【福祉タクシー制度】 

・身体障害者手帳1・2級の方 

・療育手帳 

（みどりの手帳）Ⓐ・Aの方 

 

【重度心身障害者自動車等燃料費の助成】 

・身体障害者手帳1・2級の方または、身体障害者のうち、視覚

障害者と同居し、生計を一にする親族で、その方の移動手段

を行っている方 

・療育手帳（みどりの手帳）Ⓐ・Aの方または、その方と同居し、

生活を一にする親族で、その方の移動手段を行っている方 

・精神障害者保健福祉手帳1・2級の方 

運転免許証自主返納者支援事業 
制度の概要 

高齢者等の交通事故防止及び公共交通の利用を促進し、安心安全でくらしやすいまちづくりを
推進することを目的とし、運転免許証自主返納者へ「こむぎっち号」の1年間の無料乗車券を交付 

●対象者 

・申請日時点で上里町に在住している（住民登録している）方 

上里町コミュニティバス高齢者無料パス交付事業 
制度の概要 

「こむぎっち号高齢者無料パス」をお渡しすることで、公共交通への転換のハードルを低くし、
高齢者の方が公共交通の利用を意識するきっかけを提供することを目的とし、交通安全講習会を
受講する意思のある（または受講した）町内在住の70歳以上の方へ「こむぎっち号」の無料乗車
券を交付 

●対象者（以下のいずれかに該当する方） 

・上里町高齢者無料パス交付対象の交通安全講習会を受講する意思のある方、又は受講された方 

・申請日時点で上里町に在住している（住民登録している）方 

・講習を受講した年度の3月31日までに70歳以上の方 
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③ 公共交通空白地域  
鉄道駅から 1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から 300ｍ以上離れて

いる地域を公共交通の利用が不便な「公共交通空白地域」とする。 

また、上記の「公共交通空白地域」以外に住んでいる人口の割合を公共交通による「人

口カバー率」とすると、上里町では約 92％が公共交通を利用可能な状況にある。 

 

 
【公共交通空白地域の定義】 

鉄道駅から1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から300ｍ以上離れている地域 

【カバー人口・人口カバー率】 

鉄道駅から1,000ｍ、路線バス・コミュニティバスのバス停留所から300ｍ以内の人口とその割合 
出典：「国勢調査（令和２年）」総務省統計局 

図１-１４ 公共交通空白地域 

  

人口（令和２年）：30,343人 

カバー人口   ：27,751人 

人口カバー率  ：91.5％ 

公共交通空白地域

路線バス_路線

路線バス_停留所

鉄道駅

コミュニティバス_路線

コミュニティバス_停留所

人口分布（R2）[人]

1以上、50未満

50以上、100未満

100以上、200未満

200以上、300未満

300以上
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（２）鉄道の現状  
上里町北東部にＪＲ高崎線の神保原駅が位置しており、平日においては朝の通勤・通学時

間帯は１時間に5～7本、昼間の時間帯は１時間に3本、夕方の帰宅時間帯は１時間に3～5本

程度となっている。 

神保原駅の利用者数は、コロナ禍により令和2年度（2020年度）に大きく減少したものの、

現在は回復傾向にある。また、駅利用者の約7割は定期利用者であり、通勤・通学での利用

が約9割を占めている。駅へのアクセス手段（端末交通手段）としては、乗用車・軽自動車が

最も多く、約半数を占めている。 

 

 
出典：「各駅の乗車人員」ＪＲ東日本ＨＰ（計算の都合上、合計値が一致しない場合がある） 

図 １-１５ 神保原駅の１日平均利用者数 

 

 
図 １-１６ 目的別の神保原駅の利用状況 

 
図 １-１７ 神保原駅の端末交通手段 

出典：「第6回東京都市圏パーソントリップ調査（平成30年）」東京都市圏交通計画協議会 
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（３）路線バスの現状  
上里町では朝日自動車株式会社が１路線（沖電気経由と小島南経由の2系統）運行してお

り、本庄駅から上里町内を経由し、神川町の神泉総合支所までを結んでいる。1日の運行本

数は神泉総合支所行き・本庄駅南口行き共に20本となっている。 

利用者数は、コロナ禍により令和2年度（2020年度）で減少したものの、令和3年度（2021

年度）以降はコロナ禍前と同程度まで回復しており、令和5年度（2023年度）ではコロナ禍

前の利用者数を上回っている。 

運行経費は年々上昇しており、収支率は平成29年度（2017年度）以降より低下傾向にある。

なお、令和5年度（2023年度）では、運行ルートの見直しによる公共施設への路線の延長や

人件費の増加、物価の高騰、働き方改革等の要因により運行経費が大きく増加している。 

なお、当路線は、沿線市町や事業者の運営努力だけでは、路線の維持が難しいため、地域

公共交通確保維持改善事業（地域間幹線系統補助）の補助を受けるとともに、本庄市、神川

町、藤岡市、朝日自動車株式会社と運行に関する協定を締結し、上里町からも補助金を拠出

することによって運行を維持・確保している。 

 

表 １-１ 路線バス（神泉総合支所線）の運行概要 

 

  
図 １-１８ 路線バス（神泉総合支所線）の   図 １-１９ 路線バス（神泉総合支所線）の 

年間利用者数                                  収支状況及び収支率 
 

出典：朝日自動車（株） 提供資料 

 

  

系統名 起点 経由地 終点 
事業 

許可区分 
運行態様 実施主体 

補助事業 

の活用 

路線 

バス 

本庄駅 

南口 

ウニクス 

上里 

神泉総合

支所 
４条乗合 

路線定期 

運行 

交通事業者 

(朝日自動車) 
幹線補助 
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（４）コミュニティバスの現状  
上里町が運行する公共交通は、平成15年（2003年）より「福祉巡回バス」として運行を開

始し、平成24年（2012年）に「町内巡回バス」として再編、さらに平成28年（2016年）に「こ

むぎっち号」として再編されたものである。 

現在のコミュニティバス「こむぎっち号」は月～土曜日（祝日含む）に5ルート運行され

ている。なお、令和元年（2019年）9月にダイヤ改定が行われ、北部ルートと南部ルートは隔

日運行となる代わりに増便となった。また、令和3年（2021年）3月には、北部ルートと南部

ルートのルート再編を実施し、3ルートから5ルートとなった。 

なお、「こむぎっち号」は上里町と運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しいた

め、地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー補助）の補助により運行を維持・確

保している。 

 

① 運行概要  
「こむぎっち号」の運行概要を以下に示す。 

 

表 １-２ 「こむぎっち号」の運行概要 

運行ルート 運行便数 運行台数 運用日 所要時間 停留所数 

中央 

ルート 

ウニクス行・ 

アグリパーク 

上里行 
16便 2台 

月～土 

（6日間） 
46分 22か所 

北部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 
8便 1台 

月・水・金 

（3日間） 

43分 23か所 

ウニクス循環 8便 1台 45分 25か所 

南部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 
8便 1台 

火・木・土 

（3日間） 

44分 26か所 

ウニクス循環 8便 1台 43分 22か所 

 

運行ルート 起点 経由地 終点 
事業許 

可区分 

運行 

態様 

実施 

主体 

補助事業 

の活用 

中央 

ルート 

ウニクス行・ 

アグリパーク 

上里行 

アグリパ

ーク上里 

イオン 

タウン 
ウニクス 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

北部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 

アグリパ

ーク上里 

イオン 

タウン 

アグリパ

ーク上里 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

ウニクス循環 ウニクス 
カインズ

ホーム 
ウニクス 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

南部 

ルート 

アグリパーク 

上里循環 

アグリパ

ーク上里 

上里町 

役場 

アグリパ

ーク上里 

4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 

ウニクス循環 ウニクス 浅間神社 ウニクス 
4条 

乗合 

路線定

期運行 

上里町 
(運行は 

交通事業者) 

フィーダ

ー補助 
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出典：上里町ＷＥＢサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」 

図 １-２０ こむぎっち号・路線バスの路線図  
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出典：上里町ＷＥＢサイト「上里町コミュニティバスこむぎっち号利用案内」 

図 １-２１ こむぎっち号・路線バスの時刻表  



 

24 

② 利用者数の推移  
利用者数全体としては、コロナ禍により令和 2 年度（2020 年度）で減少しているもの

の、令和 4年度（2022年度）にはコロナ禍前まで回復しており、令和 5年度（2023年度）

ではコロナ禍前を上回る利用者数となっている。 

中央ルートは、利用者全体の約 8割を占めており、年々利用者数が増加している。北部

及び南部ルートは、週 3日の隔日運行であり、中央ルートと比較すると利用者数は少ない。 

北部ルートは、令和 5年度（2023年度）においてもコロナ禍前の利用者数には戻ってお

らず、1便あたりの利用者数が 1.0人/便を下回っている。南部ルートでは、令和 3年（2021

年）3月のルート変更以降、利用者数が増加しており、コロナ禍前を上回る利用者数とな

っている。ただし、南部ルートのアグリパーク上里循環では 1便あたりの利用者数が 1.0

人/便を下回っている。 

 

 
図 １-２２ 「こむぎっち号」の年間利用者数の推移 

 
図 １-２３ 「こむぎっち号」の1便あたりの乗車人数の推移 

出典：「こむぎっち号」の利用実績 
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中央ルート 

 アグリパーク上里行 

 ウニクス行 

 
北部ルート 

 アグリパーク上里循環 

 
北部ルート 

 ウニクス循環 

 
南部ルート 

 アグリパーク上里循環 

 
南部ルート 

 ウニクス循環 

 
出典：「こむぎっち号」の利用実績 

図 １-２４ 「こむぎっち号」の便別の利用状況 
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③ 停留所別の利用状況  
令和 5年度（2023年度）に実施したＯＤ調査による、各ルートの停留所別の乗降者数及

び停留所間の乗降者数を以下に示す。 

 

● 調査概要 

調査期間 令和5年（2023年）11月6日（月）～11月11日（土） 

 

● 調査結果 

中央ルート 

利用者は、イオンタウンやウニクス等の商業施設、神保原駅に集中している。一方で、

一部では 1週間のうちに数人のみしか利用されていないバス停留所もある。 

 

 
図 １-２５ 「こむぎっち号」中央ルートの停留所別利用状況 

  

※人数はＯＤ調査を実施した
６日間の合計人数
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北部ルート 

利用されているバス停留所は限定的であり、アグリパーク上里循環では「アグリパーク

上里」「神保原駅」、ウニクス循環では「ウニクス」に集中している。区間乗車人数は一

定数はいるものの、利用者数が 0人の停留所を経由しており、非効率な運行となっている。 

 

 
図 １-２６ 「こむぎっち号」北部ルート（アグリパーク上里循環）の停留所別利用状況 

 
図 １-２７ 「こむぎっち号」北部ルート（ウニクス循環）の停留所別利用状況  
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南部ルート 

利用されているバス停留所は限定的であり、アグリパーク上里循環では「神保原駅南広

場」、ウニクス循環では「上里町役場」「ウニクス」に集中している。区間乗車人数は一

定数はいるものの、利用者数が０人の停留所を経由しており、非効率な運行となっている。 

 

 
図 １-２８ 「こむぎっち号」南部ルート（アグリパーク上里循環）の停留所別利用状況 

 
図 １-２９ 「こむぎっち号」南部ルート（ウニクス循環）の停留所別利用状況  
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④ 割引制度の利用実績  
「こむぎっち号」は様々な割引制度が導入されており、令和 5年度（2023年度）におい

ては約半数が運賃無料で利用している。特に、「手帳割引」「高齢者無料パス」の利用割

合が高く、「高齢者無料パス」は令和 4年（2022年）9月に交付要件を緩和したため、申

請者が増加し、令和 4年度（2022年度）以降の利用者が大きく増加している。 

 

表 １-３ 「こむぎっち号」の割引制度一覧 

割引制度 内容 

手帳割引 
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、ミラ

イロIDを提示した方は運賃無料 

運転免許証自主返納 

無料乗車券 

町内在住の運転免許証を自主返納した方に、有効期限が1年

間の「無料乗車券」を交付しており、提示した方は運賃無料 

高齢者無料パス 

交通安全講習会を受講する意思のある（または受講した）町

内在住の70歳以上の方に「こむぎっち号高齢者無料パス」を

配布しており、提示した方は運賃無料 

乗り継ぎ券 

（令和3年3月） 

こむぎっち号を乗り継ぐ場合は、乗り継ぎ前のバスの運賃支

払い時に無料乗り継ぎ券を発行してもらうことで運賃無料 

未就学児 未就学児は運賃無料 

 

 
※1日乗車券は令和2年度に廃止されており、令和3年度より乗り継ぎ券へ変更している。 

出典：「こむぎっち号」の利用実績 

図 １-３０ 「こむぎっち号」の割引制度利用実績 

  

約 5 割 
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⑤ 運行経費及び収支率の推移  
運行経費は年々増加傾向にあり、町の実質負担額も令和元年度より増加傾向にある。ま

た、運賃収入による収支率は、令和 5年（2023年）では約 1.8％であり、ほとんどの運行

経費は町の負担や補助金により賄われている。 

 

 
図 １-３１ 「こむぎっち号」の運行経費と経費負担内訳 

 

（５）タクシーの現状  
上里町では、以下の3社が運行している。配車状況においては、近隣市からの配車がほと

んどの状況にある。 

 

表 １-４ 上里町内のタクシー事業者と保有台数 

会社名 所在地 
保有台数 

一般車両数 ハイヤー 福祉車両 

(有)本庄合同タクシー 
上里町神保原町264 4 － － 

本庄市本庄1-1-26 20 － － 

本庄タクシー（株） 本庄市本庄2-2-25 27 － － 

(有)明日香交通 本庄市けや木3-13-15 13 － － 

出典（上里町内で運行している事業者）：TAXISITE、HTTPS://WWW.TAXISITE.COM/ 

出典（所在地・保有台数）：一般社団法人埼玉県乗用自動車協会WEBサイト「加入事業者」、HTTP://WWW.TAXI-SAITAMA.OR.JP/PAGE2.HTML 
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１－４．公共交通に関する町民の意識  

本計画の策定に向け、令和5年度（2023年度）に実施した公共交通に関する「町民意識調

査」及びコミュニティバス「こむぎっち号」の利用者を対象とする「利用者ヒアリング調査」

の結果概要を以下に示す。なお、詳細な調査結果については資料編に示す。 

 

（１）町民意識調査の結果  

① 調査概要  
調査期間 令和5年（2023年）7月26日（水）～8月25日（金） 

調査対象 15歳以上の町民3,000人（無作為抽出） 

調査方法 郵送配布、郵送回収及びＷＥＢ回答 

配付・回収数 

配布数 3,000票 

回収数 1,306票（郵送回収：1,209票、WEB回答：97票） 

回収率 43.5％ 

 

② 調査結果（概要）  
1）回答者属性 

【年齢】               【お住まい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】               【運転免許証の保有状況】 
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2）設問への回答 

■設問１：町内の公共交通（鉄道・路線バス・こむぎっち号・タクシー）について、不満

に思っていることを教えてください。 

 

交通手段 満足度 不満理由の内訳 

鉄道 

  

路線バス 

 
 

コミュニティ 

バス 

 

 

タクシー 
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■設問２：あなたが普段外出する際の目的ごとの目的地、頻度、移動手段についておうか

がいします。外出頻度の高い目的3つ以内でお答えください。 

 

【目的】               【最終目的地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【外出頻度】             【交通手段】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問３ 

新型コロナウイルス感染症の流行が始ま

る前と、流行から5類感染症へ引き下げと

なった現在までのあなたの日常生活にお

ける外出回数に変化はありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

■設問４ 

上里町の今後の公共交通としてふさわしい

と思うものを教えてください。 
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■設問５ 

町民の移動は、自家用車が中心となって

います。あなたは今後自家用車による移

動から公共交通を利用した移動に変更し

たいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問７ 

あなたが公共交通サービスにおいて重要

だと思うことを教えてください。 

 

 

 

■設問６ 

公共交通（鉄道、路線バス、こむぎっち号、

タクシー）は、町民の移動において必要不可

欠であると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問８ 

どのような目的の時に、利用しやすい公共交

通になればより便利になると思いますか。 
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（２）「こむぎっち号」利用者ヒアリング調査の結果  

① 調査概要  
調査期間 令和5年（2023年）9月25日（月）～10月7日（土） 

調査対象 「こむぎっち号」の利用者 

調査方法 
【9月26日、9月27日】調査員がバスに乗り込み、利用者に直接ヒアリング 

【 上記日程以外 】運転手による調査票の配布・回収 

回答者数 
全体：178人（中央ルート：138人、北部ルート：14人、南部ルート：26人） 
※回答者数は、複数回回答している方を含めた延べ人数とする。 

 複数回回答している方においては、2回目以降の回答では利用したバス停留所のみを確認している。 

 

② 調査結果（概要）  
1）回答者属性 

【性別】               【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住所】               【日常の主な交通手段】（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転免許証の保有状況】  

 

 

 

 

 

  

【性別】               【年齢】

【日常の主な交通手段】（複数回答あり）

            【年齢

【運転免許証の保有状況】
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2）設問への回答 

■こむぎっち号の利用頻度を教えてください。 

中央ルート 北部ルート 南部ルート 

   

 

■主な利用目的を教えてください。 （複数回答あり） 

中央ルート 北部ルート 南部ルート 

   

 

■「こむぎっち号」に対する満足度 

【総合評価】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 
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【運行日】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 

  

【乗り継ぎ】 

全体 中央ルート 

  

北部ルート 南部ルート 

  

 

■今後の公共交通サービスについて     

【今後の町内の交通手段として、どの   【公共交通サービスにおいて、最も重要だ 

ような取り組みが充実すればよいと思    と思うことを教えてください。】 

いますか。】 

 

 

 

 

 

 

 

 


